
2026 年度後期 西南コミュニティーカレッジ 
経済学部提供 

１）混迷する世界経済は、いま 

講座内容 

アメリカ・トランプ政権の再登場、ウクライナ戦争、そしてイラン紛争によるホルムズ海峡問題など、現代世界経済は混

迷の度を深め不確実性を高めています。この講座では、世界にとっても、日本にとってもますます重要度を高める主

要国・地域、具体的にはアメリカ、ロシア、中東、インド、東南アジアを専門にする研究者が、それぞれの立場と視点

から世界経済の行方を読み解いていきます。 

講座情報 

講 師 開催期間 
受講対象者 

定員 
受講料 応募期限 

立石 剛ほか 

経済学部 教授 

11月 10日～12月 8日 

毎週火曜日 

18：30-20：00 

一般 

50名 

一般 4,000円 

（全 5回分） 

10月 26日（月） 

必着 

講座責任者：西南学院大学 経済学部長 尹 春志 

必要な教材 

特になし。講座内で使用する教材は講師がご用意いたします。 

講座形式 対面形式 

会場：西南コミュニティーセンター（西南学院大学内）※都合により、予告なく会場を変更する場合があります。 

 

コースのスケジュール  

 開催日 内容・講義テーマ 

 11月 10日 (火) オリエンテーション（初回講座開始 5分前より） 社会連携課 

1 11月 10日（火） 
アメリカ経済と世界経済の再編： 

新たな経済秩序を摸索するアメリカ 
 教授 立石 剛 

2 11月 17日（火) ロシア経済と戦争 教授 志田 仁完 

3 11月 24日（火） ホルムズ海峡の動向と日本経済 教授 河村 朗 

4 12月 1日（火） 
グローバルな資本階層社会の深化と 

インド・南アジア経済の変容 
准教授 加藤 眞理子 

５ 12月 8日（火） タイ市場に台頭する中国系電気自動車メーカー 教授 東 茂樹 

 

対面 

 

 

各回講師につきましては、西南学院大学 HP をご覧ください ➡ 


